
▲  川畑智
さとし

さん。熊本県を拠点に、病院・施設で認知症予防や認知症ケアの実践に取り組むととも
に、全国各地での講演活動にも力を注ぎ、介護予防の普及啓発活動や研究活動を行っている
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すべての縦・横・斜めを
しっかり見ながら、同じ
形が３つそろった所に注
意を向けるとヒントが見
えてきます。

答えは33㌻！

続けて４つ並ばないパズル（中級編）
〇または×が、縦・横・斜めに４つ連続して並ばないよ
うに、白マスの中に〇または×を入れましょう。
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　人吉市にはたくさんの事業所があり、生き生きと働く人たちが
町を活気づけています。このコーナーでは、市内で働く若者を紹
介します。
　掲載希望事業所を募集しています。ぜひお問い合わせください。

問 市商工観光課（☎２２－２１１１　内線２１３２）

市消費生活センター（☎２２‒２１１１　内線１０６３）

消費者庁　消費者ホットライン１８８
イメージキャラクター　イヤヤン

消費者ホットライン　　　　　（局番なし）☎１８８
トラブルになったとき、困ったときにはご相談ください。

はい、こちら
消費生活センターです

Consumption life center

30広報ひとよし　６月号

No.37

地域密着型特別養護老人ホーム　アゼリア

川
かわなべ

 隼
は や と

人（38）　球磨郡あさぎり町

　食事や着替え、車いすからベッドへの移動など日常生活の
介助と新人スタッフの教育が担当です。ユニットリーダーと
して平成 23 年から 13 年間業務を行っています。介護は職
場の雰囲気が利用者さまに伝わりやすいので、体調管理やコ
ミュニケーションを大切にし、一人一人に合ったケアができ
るように心掛けています。初めての利用者さまが慣れてこら
れたときや、笑顔が見られたときにやりがいを感じます。
　新人スタッフの教育担当としてのスキルを上げることはも
ちろん、イベントで披露する得意の歌や踊りのパフォーマン
スも磨きながらアゼリアを盛り上げていきたいです。

所在地：蟹作町 3690 番地
設立：平成 23年９月 13日
施設長：尾方 洋平
職員数：46人
事業内容：特別養護老人ホーム、
ショートステイ、デイサービス
☎３２－９３５０

チェックポイント
●住まいの様子
□不審な封筒や請求書などの書類がないか
□見慣れない段ボールや商品が置かれていないか
□居室や居宅が改修されていないか

●本人の様子
□ 食欲がなくなったり、元気がなくなったりしてい
ないか

□生活パターンやリズムが乱れていないか
□身なりに変化がないか
□ なかなか言い出せずに困っている様子
はないか

アドバイス
人いなら知、は人るあがいが障神精やいが障的知 ○

とのコミュニケーションが得意ではなく、その場
で的確な判断や対応ができないことがあるため、
悪質商法の被害に遭いやすい傾向があります。

にめたいなさ返り繰を害被たま見発期早の害被 ○
も、家族や周りの人が日ごろから様子を気に掛け、
生活の変化をなるべく早く察知することが重要で
す。障がいのある人の思いを大切にし、本人の意
向に沿いながら支援しましょう。

　市消費生活センターでは、消
費生活相談員による出前講座や、
障がい者や家族向けのパンフ
レットの配布も行っています。

「見守り」と「気付き」
で障がい者の消費者トラ
ブルを防ごう ！


